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○燕市学校給食運営委員会規程 

平成18年3月20日 

教育委員会告示第1号 

改正 平成20年3月4日教委告示第2号 

平成30年2月28日教委告示第2号 

(設置) 

第1条 市立小学校及び市立中学校における給食(以下「学校給食」という。)

の円滑かつ効率的な運営に資するため、燕市学校給食運営委員会(以下「委

員会」という。)を置く。 

(所掌事務) 

第2条 委員会は、学校給食の運営に関する次に掲げる事項について審議し、

燕市教育委員会(以下「教育委員会」という。)及び関係者に助言する。 

(1) 学校給食の実施回数 

(2) 学校給食の食事内容 

(3) 学校給食に係る施設及び設備の衛生管理 

(4) 学校給食費に関する事項 

(5) その他学校給食に関する事項 

(組織) 

第3条 委員会は、委員若干人で組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱する。 

(1) 市立小学校長及び市立中学校長 

(2) 市立小学校及び市立中学校のPTA会長又はPTA役員 

(3) その他教育委員会が必要と認める者 

3 委員の任期は、2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

(委員長及び副委員長) 

第4条 委員会に委員長及び副委員長各1人を置き、委員長は委員の互選によ

り、副委員長は委員長の指名により選任する。 

2 委員長は、会務を総理する。 
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3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代

理する。 

(会議) 

第5条 委員会は、教育長が招集し、毎年1回定例会を開くものとする。ただ

し、緊急の場合は、臨時会を開くことができる。 

2 委員会は、委員長がその議長となる。 

3 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

4 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

(意見の聴取) 

第6条 委員長は、特に必要があると認めるときは、委員会の会議に委員以外

の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

(事務局) 

第7条 委員会の事務局は、教育委員会学校教育課に置く。 

(その他) 

第8条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、教

育長が定める。 

附 則 

この告示は、平成18年3月20日から施行する。 

附 則(平成20年3月4日教委告示第2号) 

この告示は、告示の日から施行する。 

附 則(平成30年2月28日教委告示第2号) 

この告示は、平成30年4月1日から施行する。 
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（１）燕市の学校給食について 

 

○学校給食とは 

学校給食は、栄養バランスのとれた食事を提供するだけではなく、日本型食生活を中心とした望ましい食習

慣づくりの実践の場でもあると言われています。 

燕市では、学校給食の統一献立を実施しており、市内の小中学生全員に同じ給食が提供されています。 

 

 ○燕市の学校給食 

文部科学省が示す学校給食摂取基準をもとに、燕市の児童生徒の状況を考慮し、燕市独自の摂取基準を設

定しています。また、地元企業と共同開発した食器や調理器具を使用することで、地域の特性をいかした学校

給食を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○燕市学校給食センター 

燕市の学校給食は、燕市西部学校給食センターと燕市東部学校給食センターで作られています。 

 

 
燕市西部学校給食センター 

調理配送等業務委託事業者：株式会社 メフォス 

 

約 2,900食 1日に約 2,600食  

平成 26年度から給食の提供開始 

 

燕市東部学校給食センター 

1日に約 3,000食 

平成 30年度から給食の提供開始 

 調理配送等業務委託事業者：株式会社 味彩燕 

 

地域で取れた新鮮な農産物を給食に活用し、 

地産地消を推進しています。 

R8燕市学校給食摂取基準 

11 
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（２）令和７年度学校給食の取組報告について 

 

１ 食育に関する取組 

（１）減塩愛ディア献立 

    令和２年度から毎月 19日の食育の日に「減塩愛ディア献立」を実施しています。子ど 

もたちには、給食時の放送や給食だよりで、食塩の取りすぎが病気につながるため減塩が 

大事であることや、減塩するための調理上の工夫を紹介しました。 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

（２）食育動画 

 令和３年度から食育動画の作成を開始し、令和７年度は、「給食センターの機械編」と

して、学校給食センターでどのような機械を使って給食が作られているのかを紹介する動

画を作成しました。作成した動画は現在、燕市ホームページにて公開中です。また、各学

校へ周知し、食育の教材としても活用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地産地消の推進 

  ６月に JA新潟かがやき様と燕地区園芸協会様から燕市の特産物である「つばめトマト」

の寄贈をいただき、市内の全小中学校で提供しました。 

また、燕市内の生産者に協力をいただき、地場産の野菜を使用しています。令和７年度

の燕市産食材の使用率は 14.3％（金額ベース）でした。米については、燕市産を 100％使

用しており、地元の農協が納品した燕市産こしいぶきを使用しました。また、11月の和食

週間と１月の学校給食週間には、燕市の特別栽培米コシヒカリ「飛燕舞」を提供しました。 

 

 

R7.6.19実施減塩愛ディア献立 

こちらからぜひ 
ご視聴ください。 

給食時の放送用コメント 
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（４） おもてなしカトラリーを学校給食で使用  

７月 12日（洋食器の日）に東京 2020オリンピック・パラリンピック大会の選手村食堂

で使用された「おもてなしカトラリー」のスプーンを学校給食で使用しました。（計約 6,000

人）燕市出身の料理研究家である村山瑛子先生が、給食センターと一緒に開発した「トマ

みそカレー豚
ぶた

丼
どん

」を「おもてなしカトラリー」でいただきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

月 農産物名 

4月 とう菜、玉ねぎ、ねぎ、ほうれんそう 

5月 ねぎ 

6月 キャベツ、きゅうり、じゃがいも、ズッキーニ、だいこん、

玉ねぎ、にんにく、ねぎ 

7月 えだまめ、きゅうり、じゃがいも、ズッキーニ、だいこん、

玉ねぎ、トマト、なす、ねぎ 

8月 えだまめ、じゃがいも 

9月 さつまいも、じゃがいも、玉ねぎ、とうがん、なし、なす、

ねぎ、かぼちゃ、にんにく 

10月 さつまいも、こまつな、じゃがいも、なし、にんにく、ねぎ 

11月 キャベツ、こまつな、さつまいも、さといも、だいこん、 

ねぎ、はくさい、ねぎ 

12月 キャベツ、こまつな、さつまいも、だいこん、にんじん、ね

ぎ、はくさい、ほうれんそう 

1月 キャベツ、さつまいも、こまつな、さといも、だいこん、た

くあん、にんじん、ねぎ、はくさい 

2月 だいこん、にんじん、ねぎ、はくさい 

3月 たくあん、にんじん、ねぎ 

〔市内生産者から直接購入した農産物（月別）〕 

 

〔市内生産者からの直接購入量（㎏）〕 

（令和８年３月までの実績） 

 

 

 

玉ねぎ 2,296
だいこん 2,184
ねぎ 1,949
じゃがいも 1,515
はくさい 894
キャベツ 813
さつまいも 788
こまつな 776
なし 600
にんじん 377
なす 285
えだまめ 233
きゅうり 152
たくあん 138
トマト 136
さといも 117
ズッキーニ 89
ほうれんそう 45
かぼちゃ 24
とう菜 5
にんにく 1.2
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（５）学校給食献立を Instagram（インスタグラム）で毎日紹介 

  燕市の子どもたちがどんな給食を食べているのか保護者等にお知らせし、学校給食への

関心や安心感をもってもらうことを目的として、学校給食献立を毎日 Instagram（インス

タグラム）で紹介する取り組みを実施しています。 

また、毎月の給食＆食育だよりに公式アカウントの二次元コードを掲載しました。 

 

 

 

 

 

 

（６）特別献立の提供 

・燕市合併 20周年おめでとう給食 

 燕市が、令和８年３月 20日で合併 20周年を迎えることを記念し、「燕市合併 20周年お

めでとう給食」を令和８年１月 14 日（水）に全小中学校、燕中等教育学校で実施しまし

た。 

特別給食のメニューは、合併 20 周年のお祝いにふさわしいもの、燕市で生産されてい

る食材を 1つ以上使うことなどを条件に、ごはん部門、おかず部門、汁物部門にわけて児

童生徒からメニューを募集し、応募総数 299件の中から選考しました。応募した人全員に

特別記念ステッカー、メニューが採用された人には特別記念品を贈呈しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜咲け！燕の混ぜこみごはん 
梅と枝豆を使用し、大河津分水
の桜と幸せが咲くことをイメー
ジしたごはん 

20周年お祝い燕の野菜と
ひき肉の炒め物 
燕市産の野菜をたっぷりと
使い、花型のにんじんが 
華やかな炒め物 

パーティーポッパー汁 
お祝いのクラッカーを
イメージした汁物 

ルレクチエソースのチキンソテー 
ルレクチエの甘く爽やかな風味で、
特別感のあるチキンソテー 
 

飛燕舞のババロア 
燕市産特別栽培米コシヒカリ
「飛燕米」を使用したオリジナ
ルデザート 

特別記念品 特別記念ステッカー 
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・アルビレックス新潟応援給食 

  地元のサッカーチームであるアルビレックス新潟を応援する目的で、「アルビレックス

新潟応援給食」を提供しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・燕ジュニア検定献立  

  11月に市内小学校で燕ジュニア検定が実施されるのに合わせて、応援の気持ちを込め

た「燕ジュニア検定献立」を提供しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・キラッと新潟米☆地場もん献立 

新潟県では、児童生徒が、さらに地域への愛着を高め、本県の食や農林水産業に関する

理解を深めることを目的に、「新潟県教育月間」である 11 月を「米飯給食、地場産給食

推進月間」とし、県内全域の学校給食実施校で「キラッと新潟米☆地場もん献立」を一斉

に提供する取組が計画されました。この取組として、燕市においては、米を中心とし、県

産地場産物を活用した献立を提供しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 飛燕舞ごはん 
燕産の特別栽培米 
 

じゃこおひたし 
市内生産者さんが育てた 
小松葉、キャベツを使用 

燕の野菜たっぷりみそ汁 
地元生産者さんが育てた 
だいこん、さつまいも、長ねぎ
を使用 

車麩とかぼちゃの甘辛 

きゅうりの青じそ和え 
フィールドの芝生をイメージ 

酢豚 
チームカラーのひとつ 
オレンジ色の酢豚 

アルビ牛乳 

アイシテルニイガタスープ 
新潟県産野菜たっぷりのスープ 
ハート柄のなるとにも注目！ 

彩りごはん 
応援するサポーターで 
満席のスタジアムを表現 

 

つばけんの 
イラスト入りメンチカツ 
 
 
 
 
 

燕ジュニア検定 
マスコットキャラクター 

「つばけん博士」 
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（７）学校における食育活動への支援 

学校教育課で「食の指導ガイド燕」をまとめ、これを参考に、各学校で食に関する指導の

全体計画を作成し、食育活動を進めています。また、学校教育課が管理している食育指導教

材については、令和７年度は 14件の貸出しを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 食物アレルギーに関する取組 

（１）食物アレルギー対応委員会 

市立こども園・保育園及び小学校・中学校における食物アレルギー対応に関して、関係

者から幅広く意見を聴取し、専門的な見地から助言をいただき、園児及び児童生徒が安全

に集団生活を送れるように支援することを目的として、食物アレルギー対応委員会を開催

しました。 

    第１回 令和７年７月 16日（水）開催 

    第２回 令和８年１月 28日（水）開催 

 

（２）食物アレルギー研修会 

市内小中学校の教職員を対象とした食物アレルギー研修会を開催しました。学校給食係

から市のアレルギーマニュアルに沿った対応について話をし、グループワークを取り入れ

ました。 

    開催日：令和７年９月３日（水）  

参加者：小中学校の教職員等 32名 

 

（３）みんなで考えるアレルギー座談会（保護者との情報交換会） 

安全安心な食物アレルギー対応をしていくため、食物アレルギーをもつ子どもの保護者

からお話をお聞きする場として、開催しました。 

開催日：令和７年８月６日（水） 

参加者：保護者６名 

 

（４）学校給食巡回指導の実施 

学校給食に関わる衛生面の確認とあわせ、アレルギー対応の方法を確認しました。 

アレルギー対応については、給食センターから届いた除去食・代替食の管理方法や、教

室で児童生徒が給食を食べるまでの手順を確認しました。 
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図３ 提供量に対する栄養素摂取量の充足率
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図４ 提供量に対する栄養素摂取量の充足率

（中学2年生）

３ 学校給食に係る衛生管理 

  学期ごとに学校薬剤師による給食センターの衛生検査を実施していただきました。 

令和７年度は、両給食センターの仕切り皿の入れ替えを行いました。また、学校給食にお

ける食中毒を防止し、安全な実施に資するため、学校給食用食品や調理員の手指などの微

生物検査を行いました。 

 

４ 学校給食喫食量調査 

児童生徒の学校給食における喫食状況を把握するとともに、必要な栄養素を摂取できて

いるかを確認し、学校給食を充実させる資料とするため、学校給食喫食量調査及びアンケ

ート調査を実施しました。 

実施日：令和７年 11月 18日（火）、19日（水）（東部学校給食センター） 

    令和７年 11月 11日（火）、12日（水）（西部学校給食センター） 

 ※アンケート調査は２日目のみ実施 

対象学年：小学３、４年生及び中学２年生の全クラス 

    ※アンケート調査は中学２年生のみ実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

89.2%

96.2%

86.4%

97.6%

86.6%

98.4%

92.7%

97.4%97.4%
100.0%

91.1%

97.9%

80.0%

90.0%

100.0%

小学校 中学校

図１ 献立別喫食率（献立①）

ごはん 白菜なべ 車麩の揚げ煮 カレーサラダ 牛乳 全体

92.3%
95.8%

90.8%

98.4%

91.4%

95.9%

86.3%

94.0%
96.8%

99.0%

92.9%

97.4%

80.0%

90.0%

100.0%

小学校 中学校

図２ 献立別喫食率（献立②）

ごはん キムチ豚汁 鮭の塩こうじ焼き すき昆布の炒め煮 牛乳 全体
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小学校では、汁物や副菜の喫食率が低い傾向が見られました。野菜やきのこ類を苦手とす

る児童生徒が多くいることが要因であると考えられます。このことにより、鉄、ビタミン C、

食物繊維の充足率が他の栄養素と比べて、低い結果となりました。中学校における喫食率は、

2 日間とも 95％以上と非常に高い結果となり、すべての栄養素の充足率が 97％以上となり

ました。 

 

５ 学校給食会計への補助金等 

（１）子育て世帯応援学校給食費補助金 

子育て世帯への経済的な負担軽減のため、保護者負担額を据え置き、市からの補助金額

を増額して、R７年 4 月から児童生徒１人１食当たり 65 円を学校給食会計に補助しまし

た。しかし、米の値上がりにより、給食センターでの献立の工夫だけでは予算内で提供で

きないため、11月から補助金額を 65円から 80円に引き上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）燕市非常変災等臨時休業給食費補助金 

9 月 18 日の落雷による停電により分水北小学校が臨時休校となったため、適用しまし

た。  

令和７年度負担額実績：21,797円 

 

（３）学校給食米負担金 

学校給食米購入にかかる費用の一部（350円/10㎏）を市が負担しています。 

令和７年度年間負担額実績：2,640,400円 

 

６ 東部学校給食センターが新潟県学校給食優良学校等表彰を受賞 

  令和 7 年度新潟県学校給食優良学校等表彰において、燕市東部学校給食センターが 

「学校給食優良学校等（共同調理場）」の表彰を受けました。 

地元企業と共同で開発した食器等の使用や地産地消、地域特性をいかした取組、食育 

の取組等が評価され受賞につながりました。引き続き、児童生徒に安全安心な給食を提供

するととともに、工夫を凝らした取組を推進し学校給食の充実に努めていきます。 

  

 

 

 

 

 

 小学校 中学校 

R7.4月分～ R7.11月分～ R7.4月分～ R7.11月分～ 

一食単価 340円 355円 385円 400円 

保護者負

担額 
275円 320円 
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７ 給食センターからの取組報告 

 

ア 西部学校給食センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 東部学校給食センター 
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（３）令和８年度学校給食の取組（案）について 

 

１ 食育に関する取組 

（１） 減塩愛ディア献立 

令和８年度も引き続き減塩愛ディア献立を実施し、減塩の大切さや、おいしく減塩

できる調理の工夫を紹介していきます。 

 

（２） 地産地消の推進  

  ５月に本町そ菜出荷組合様から燕市の特産物である「もとまちきゅうり」の寄贈を

いただき、市内の全小中学校で提供しました。地域で取れた新鮮な農産物を給食に活

用することで、児童生徒が地域の農産物を知ったり、食に対する感謝の念を醸成した

りする機会になることから、今年度も継続して地元生産者からの野菜の直接購入など、

地産地消を推進していきます。 

 

（３） 食育指導用教材の貸出し  

   学校における食育活動を推進するため、学校教育課で用意した食育指導用教材を貸

し出します（随時）。また、食育の機会を増やすことを目的とし、燕市の現状や課題

に合わせ、食育教材の見直しを随時行います。 

 

（４） 学校給食献立を Instagram（インスタグラム）で毎日紹介  

  燕市の子どもたちがどんな給食を食べているのか保護者等にお知らせし、学校給食

に対する関心や安心感をもってもらうことを目的として、令和８年度も引き続きイン

スタグラムでの配信を行います。 
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（５） 特別献立の提供 

・キラッと新潟米☆地場もん献立 

11月に和食週間を実施し、米を中心とした県産地場産物を活用した「キラッと新潟

米☆地場もん献立」を提供します。また、この期間には、燕市の特別栽培米である「飛

燕舞」を提供します。 

 

 

新潟県では、児童生徒が、さらに地域への愛着を高め、本県の食や農林水産業に関する理解を

深めることを目的に、「新潟県教育月間」である 11月を「米飯給食、地場産給食推進月間」と

し、県内の学校給食実施校において、一斉に米及び地域の地場産物を学校給食で提供する機会と

する取組。 

 

 

 

 

 

 

 

・燕ジュニア検定献立  

  11月に各小学校で燕ジュニア検定が実施されるのに合わせて、応援の気持ちを込め

た「燕ジュニア検定献立」を提供します。 

 

 

燕市では、ふるさと燕への誇りと愛着を育むことをねらい、燕市教育委員会が 2012 年から

市内の小学生を対象に実施しています。燕市の産業や文化、歴史などをまとめた「燕ジュニア検

定問題集」をもとに各分野から出題する検定です。 

 

 

２ 食物アレルギーに関する取組 

（１） 食物アレルギー対応委員会 

  市立保育園・こども園及び小学校・中学校における食物アレルギー対応に関して、 

医師、養護教諭、消防職員などから構成された委員から幅広く意見を聴取し、専門的 

な見地から助言をいただき、園児及び児童生徒が安全に集団生活を送れるように支援 

することを目的に開催します。（７月８日、１月開催予定） 

 

（２） 食物アレルギー研修会 

  小中学校の教職員を対象に、食物アレルギーへの理解を深め、緊急時の対応を 

知っていただくことを目的に実施します。（９月開催予定） 

 

 

キラッと新潟米☆地場もん献立とは 

 

燕ジュニア検定とは 

 

飛燕舞は、化学合成農薬の使用回数と化学肥料を通常の

５割以下に低減した燕産の特別栽培米コシヒカリです。 
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（３） みんなで考えるアレルギー座談会（保護者との情報交換会）  

  安全安心な食物アレルギー対応を進めていくため、食物アレルギーを持つ児童生徒 

の保護者及び小学校入学を控えた園児の保護者と情報交換する場として、開催します。

（８月５日開催予定） 

 

（４） 学校給食巡回指導の実施 

 学校給食に関わる衛生面やアレルギー対応について各校を巡回し、確認を行う取り 

組みを引き続き実施します。 

 

３ 学校給食に係る衛生管理 

  例年通り、学期ごとに学校薬剤師による食器の衛生検査及び学校給食用食品や調理

員の手指などの微生物検査を行います。 

また、令和７年度の食器検査の結果を受け、令和８年度は、両給食センターの汁椀

の入替えを行います。 

 

４ 学校給食喫食量調査 

  児童生徒の学校給食における喫食状況を把握するとともに、必要な栄養素を摂取で

きているかを確認し、学校給食を充実させる資料とするため、令和８年度も学校給食

喫食量調査を実施します。（11月に実施予定） 

 

５ 小中学校給食費に係る保護者負担の軽減 ≪拡充≫ 

この取組は今年度限りのため、来年度以降は随時検討していきます。 

 

（１） 小学校 

小学校は、国・県の交付金*とあわせて市が補助することにより、給食費の保護 

額負担ゼロとします。 

R7月額6,260円 R8 月額 約6,700円 R7月額7,162円 　R8 月額 約7,700円

355円/食 380円/食 400円/食 430円/食

物価高騰分+25円 物価高騰分+30円

県

2,600円

1,500円

85円/食

月額

4,850円

275円/食

保護者

負担額

市負担分1,410円

80円/食

月額

5,200円

295円/食

国が示す

基準額

1,970円

110円/食

月額

5,730円

320円/食

国

2,600円

月額

5,730円

320円/食

1,432円

80円/食

保護者

負担額

(据置き)

保護者

負担額

 
 

●やむを得ない事情で長期（学期間等）にわたり給食を止めている児童には、支援補助する

する予定です。 

・市の支援額 

→生徒１人１食当たり 85円。 

・国・県の支援額 （国 1/2、都道府県 1/2） 

給食実施校の在籍児童数×基準額（5,200円）×11か月 

→ 一食当たり 295円相当 

 

 

 

＊ 子育て支援に取り組む自治体を支援する観点から、

国が学校給食費の抜本的負担軽減のための「給食費

負担軽減交付金」を創設し、各都道府県の負担分と

合わせて市町村に交付されます。 
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（２） 中学校  

中学校は、生徒１人１食当たり 110円を市が補助します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 学校給食費の公会計化 

文部科学省では、教員の業務負担の軽減等に向け、学校給食費の公会計化を促進する

と共に、保護者からの学校給食費の徴収・管理業務を地方公共団体が自らの業務として

行うことを促進しています。 

燕市においても、現在学校が保護者から集めている給食費を、中学校のみ、令和９年

度から市が直接徴収することとし、給食費の徴収システムを導入します。 

令和８年度はシステム導入の移行期間とし、学校が集めた給食費を市に納入してもら

い、市会計から食材納入業者への支払いを行います。 

 

●燕市の給食会計の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者からの 

給食費の集金 

食材納入業者へ

の支払い 

令和７年度まで 

給食センターごとに通帳で管理 

東部学校給食センター：協栄信用組合 

西部学校給食センター：ＪＡ新潟かがやき 

学校で集金し、

給食会計の通帳

に納入 

通帳から支払い 

令和８年度 

燕市一般会計に組み入れ、公会計に移行 

給食費徴収システムを構築 

学校で集金し、

市会計に納入 

市会計から支出 

令和９年度から 

公会計 

給食費徴収システムの運用開始 

市が集金 市会計から支出 

中学校給食費

保護者負担額は変わらず（中学校：320円） 

20円 26円 
35円 50円 

10円 補助金額 

保護者負担額 

110円 ８０円 65円 
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【公会計と徴収のイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学校給食用牛乳のストローレスパックへの切替えについて ≪新規≫ 

 プラスチックごみ削減の一環として、ストローの使用を見直す動きが全国的に進んで

おり、燕市を含む新潟県内の大部分の学校においても、学校給食用牛乳のストローレス

パックが令和８年８月の夏休み明けから導入されることとなりました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食材納入業者 

 

小・中学校の通帳 

保護者 給食費 

学校 

私会計 

（給食センターの通帳） 

食材費支払い 

R7まで 

保護者 給食費 

学校 

中学校の通帳 

 

市会計 

食材納入業者 

R９～ 

給食費負担軽減

交付金 

食材費支払い 

① 歳入 

② 歳出 

R8まで 

公会計化後 
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８ 給食センターからの取組計画 

ア 西部学校給食センター 

 

 

 

 

 

 

 

イ 東部学校給食センター 
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（４）学校給食会計 

 

 

① 令和７年度学校給食会計決算について 

 

・令和７年度学校給食会計決算報告書(燕市東部学校給食センター給食会計) 

・令和７年度学校給食会計決算報告書(燕市西部学校給食センター給食会計) 

 

② 令和８年度学校給食会計予算について 
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１．収入の部 [単位：円]

学校名 給食費 日割徴収分等 利息、他 返金 払込手数料 合計
燕東小学校 11,418,270 161,665 -14,145 -5,500 11,560,290

燕西小学校 34,581,015 206,750 -66,340 -5,500 34,715,925

燕南小学校 13,404,050 65,350 -20,440 -5,500 13,443,460

燕北小学校 6,845,235 149,520 -16,810 -5,500 6,972,445

小池小学校 10,953,415 48,500 -56,010 -8,800 10,937,105

大関小学校 6,581,695 48,600 -17,035 -5,500 6,607,760

小中川小学校 18,004,340 247,170 -20,660 -7,700 18,223,150

委託事業者 0 2,523,570 0 0 2,523,570

給食センター 202,440 53,635 0 0 0 256,075
過年度未納金納入額 20,625 20,625

本年度未納金 -80,850 -80,850

補助事業収入※ 23,312,420 23,312,420

燕中学校 37,312,175 194,365 -167,960 -5,500 37,333,080

小池中学校 12,767,210 182,680 -3,460 -5,500 12,940,930

燕北中学校 9,676,960 108,070 -28,555 -7,700 9,748,775

燕中等教育学校 13,167,170 41,695 -41,410 -9,020 13,158,435
過年度未納金納入額 84,263 0 84,263

本年度未納金 -139,940 -139,940

補助事業収入※ 14,404,325 14,404,325

前年度繰越金 396 396

利息 54,029 54,029

※燕市子育て世帯応援学校給食費補助金 小中学校合計 216,076,268

【未納金】

未納額 R7年度納入額 残額 未納額 R7年度納入額 残額

令和６年度未納金 20,625 20,625 0 84,263 84,263 0

令和７年度未納金 80,850 80,850 139,940 139,940

合計 80,850 139,940

２．支出の部 [単位：円]

項　目 パン めん 米 牛乳 副食 合計
食材費（小学校） 2,480,189 2,115,822 13,208,348 27,089,622 83,532,439 128,426,420

食材費（中学校） 1,746,436 1,686,080 8,903,342 16,383,761 58,748,207 87,467,826

支払手数料 177,980

小中学校合計 216,072,226

平均給食回数 小学校 中学校 合計
パン 16.0 回 15.5 回
めん 16.9 回 16.8 回

ごはん 159.7 回 159.5 回
年間 192.6 回 191.8 回

年間食数 371,776食 224,160食 595,936食

◎令和７年度繰越金

216,076,268 - 216,072,226 ＝ 4,042 円

中学校

令和７年度燕市東部学校給食センター給食会計決算補足資料

小学校
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R2292503
スタンプ

R2292503
スタンプ



１．収入の部 [単位：円]

学校名 給食費 日割徴収分等 利息、他 返金 払込手数料 合計
粟生津小学校 5,532,695 30,385 -11,390 -8,800 5,542,890

吉田小学校 23,021,055 252,045 -34,400 -9,020 23,229,680

吉田南小学校 25,037,665 183,610 -98,200 -8,800 25,114,275

吉田北小学校 10,193,225 66,655 -10,285 -440 10,249,155

分水北小学校 4,686,110 116,710 -16,215 -110 4,786,495

分水小学校 20,756,720 214,290 -58,585 -110 20,912,315

島上小学校 4,249,540 58,865 -14,670 -5,225 4,288,510

委託事業者 0 1,955,070 0 0 1,955,070

給食センター 269,560 72,010 0 0 0 341,570
過年度未納金納入額 0 0

本年度未納金 0 0

補助事業収入※ 21,175,427 21,175,427

吉田中学校 34,296,070 275,305 -125,485 -8,800 34,437,090

分水中学校 19,320,280 294,010 -21,235 -110 19,592,945
過年度未納金納入額 27,060 0 27,060

本年度未納金 -58,820 -58,820

補助事業収入※ 10,663,400 10,663,400

前年度繰越金 9,781 9,781

利息 0 0

※燕市子育て世帯応援学校給食費補助金 小中学校合計 182,266,843

【未納金】

未納額 R7年度納入額 残額 未納 R7年度納入額 残額

令和６年度未納金 0 0 0 27,060 27,060 0

令和７年度未納金 0 0 58,820 58,820

合計 0 58,820

２．支出の部 [単位：円]

項　目 パン めん 米 牛乳 副食 合計
食材費（小学校） 2,288,478 1,956,784 12,315,872 24,789,722 76,190,053 117,540,909

食材費（中学校） 1,362,101 1,228,681 7,110,458 12,064,701 42,841,301 64,607,242

支払手数料 116,380

小中学校合計 182,264,531

平均給食回数 小学校 中学校 合計
パン 15.9 回 16.0 回
めん 16.9 回 16.5 回

ごはん 157.6 回 160.0 回
年間 190.3 回 192.5 回

年間食数 340,088食 165,624食 505,712食

◎令和７年度繰越金

182,266,843 - 182,264,531 ＝ 2,312 円

令和７年度燕市西部学校給食センター給食会計決算補足資料

小学校 中学校
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令和８年度 学校給食会計予算（燕市一般会計予算書から抜粋） 

 

 

【歳入】 

給食費負担軽減交付金  小学生 3,220 人×5,200×11 か月 184,184 千円  

学校給食費負担金  169,330 千円 

(中学校保護者分) 中学生 1,938 人×320 円×197 回 (122,172 千円) 

(小学校職員分) 434 人×380 円×194 回 (31,995 千円) 

(中学校職員分) 179 人×430 円×197 回 (15,163 千円) 

                            合計  353,514 千円 

 

          

【歳出】 

給食材料費   448,704 千円  

(小学校児童・職員) 1 食 380 円×3,654 人×194 回 (269,373 千円) 

(中学校生徒・職員) 1 食 430 円×2,117 人×197 回 (179,331 千円) 

合計  448,704 千円  

    

 

歳入 353,514 千円と歳出 448,704 千円の差額 95,190 千円が市補助分です。 
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